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郷
土
愛
を
育
み

親
子
三
世
代
で

暮
ら
せ
る
ま
ち
に

年
頭
所
感



個性豊かな魅力ある
地域づくりを皆さんとともに

年頭所感 平成29年酉年

綾町議会議長

押田　和義

郷土愛を育み
親子三世代で暮らせるまちに

綾町長

前田　穰

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
農
家
の
方
々
を
は
じ
め
、

町
民
の
皆
さ
ん
に
た
い
へ
ん
な
心
労

を
お
掛
け
し
た
こ
と
を
心
か
ら
お
わ

び
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
も
信
頼
回

復
に
向
け
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

の
振
興
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
の
で
、
ご
支
援･

ご
指
導
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

人
口
増
加
が
地
方
創
生
の

取
り
組
み
を
後
押
し

　
本
年
は
、
昨
年
に
続
き
地
方
創
生

の
取
り
組
み
が
試
さ
れ
る
年
に
な
り

ま
す
。
幸
い
我
が
町
は
、
自
治
公
民

館
を
中
心
に
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の

郷
土
愛
に
よ
っ
て
、
主
体
的
な
ま
ち

づ
く
り
が
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
効
果
も
あ
り
、
平
成
27
年
の

国
勢
調
査
で
は
22
年
と
比
較
し
て
人

口
が
１
２
１
人
増
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
15
歳
以
下
の
年
少
人
口
比
率
は

県
内
で
３
番
目
に
高
く
、
綾
小
学
校

の
児
童
数
は
、
平
成
22
年
度
と
比
べ

る
と
本
年
度
は
85
人
増
の
４
５
５
人

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
た
い
へ
ん

力
強
い
数
字
と
言
え
ま
す
。

持
続
可
能
な
地
域
社
会
を

構
築

　
子
育
て
環
境
の
整
備
と
と
も
に
、

子
育
て
支
援
体
制
を
充
実
さ
せ
る
こ

と
は
た
い
へ
ん
重
要
で
す
。
幼
保
児

教
育
、
小
・
中
学
校
の
教
育
力
向
上

に
向
け
た
教
育
委
員
会
と
の
連
携
、

病
後
児
保
育
の
体
制
整
備
の
た
め
の

地
元
医
療
機
関
と
の
連
携
を
図
り
、

若
い
人
々
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
生

み
育
て
ら
れ
る
取
り
組
み
を
強
化
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
若
者
定
住
化
の
た
め
の

取
り
組
み
は
、
持
続
可
能
な
地
域
社

会
の
構
築
に
つ
な
が
り
ま
す
。
親
子

三
世
代
で
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
が

後
世
に
引
き
継
が
れ
る
よ
う
強
く

願
っ
て
い
ま
す
。

エ
コ
パ
ー
ク
の
ブ
ラ
ン
ド
力

で
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ

　
さ
て
平
成
29
年
度
は
、
ユ
ネ
ス
コ 

エ
コ
パ
ー
ク
の
登
録
５
年
目
を
迎
え

ま
す
。
私
た
ち
は
、
こ
の
ブ
ラ
ン
ド

力
を
生
か
し
た
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
を

目
指
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
綾

町
の
歴
史
・
伝
統
文
化
・
産
業
・
風
土
・

景
観
な
ど
の
資
源
を
余
す
こ
と
な
く

活
用
す
る
こ
と
で
、
持
続
可
能
な
地

域
社
会
と
自
治
体
の
確
立
を
図
る
こ

と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　「
親
子
三
世
代
で
楽
し
く
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
、
高
齢
者

の
皆
さ
ん
が
長
寿
社
会
の
中
で
喜
び

を
深
め
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
「
綾

で
生
ま
れ
、学
び
、住
ん
で
良
か
っ
た
」

と
い
う
思
い
に
満
た
さ
れ
る
よ
う
全

力
で
取
り
組
み
ま
す
。

誇
り
と
愛
着
を
持
て
る
ま
ち
を

築
き
ま
し
ょ
う

　
そ
し
て
自
治
公
民
館
活
動
を
中
心

に
、
消
防
団
、
各
民
主
団
体
と
の
連

携
を
強
化
し
、
次
世
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
が
郷
土
に
自
信
と
誇
り
と
愛

着
を
持
て
る
ま
ち
を
築
く
た
め
に
、

役
場
職
員
と
と
も
に
、
産
学
官
民
一

体
で
最
善
を

尽
く
し
て
い

く
所
存
で

す
。

　
皆
さ
ん
の

ご
支
援･

ご

指
導
を
お
願

い
申
し
上

げ
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ

と
し
ま
す
。

希
望
に
満
ち
た

平
成
29
年
に
向
け
て

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
町
議
会
を
代
表
し
謹
ん

で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
健
や
か

に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
、日
ご
ろ
よ
り
、

地
域
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
に
対
し

て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

大
規
模
災
害
を
想
定
し

地
域
や
家
庭
で
備
え・心
構
え
を

　
さ
て
、
昨
年
、
綾
町
に
お
い
て
は
、

大
き
な
災
害
も
な
く
平
穏
な
一
年
で

し
た
が
、
全
国
的
に
は
、
異
常
気
象

な
ど
に
よ
り
甚
大
な
被
害
が
発
生
し

た
こ
と
に
加
え
、
昨
年
４
月
に
は
熊

本
県
で
震
度
７
を
記
録
す
る
大
地
震

が
発
生
し
、
数
多
く
の
家
屋
が
倒
壊

す
る
な
ど
甚
大
な
被
害
が
生
じ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
の
発
生
に
よ
る
被
害
も
危
惧
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
綾
町
で
は
、
災
害
に
強
い
ま
ち
を

目
指
し
て
消
防
団
員
が
防
災
士
の
資

格
を
取
得
す
る
な
ど
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
安
全
・
安
心
の
確
保
を
最
優
先

に
し
た
防
災
減
災
対
策
を
強
力
に
推

進
し
て
い
ま
す
が
、
大
規
模
災
害
を

想
定
し
た
避
難
訓
練
を
実
施
す
る
な

ど
、
地
域
や
家
庭
に
お
け
る
事
前
の

備
え
・
心
構
え
な
ど
に
つ
い
て
、周
知
・

啓
発
が
一
層
図
ら
れ
る
よ
う
、
引
き

続
き
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

「
オ
ー
ル
綾
」
に
よ
る

町
政
運
営
で
さ
ら
に
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り

　
近
年
、
地
方
自
治
体
は
、
長
引
く

景
気
の
低
迷
や
少
子
高
齢
化
社
会
の

到
来
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
直

面
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
財
政
状
況

が
た
い
へ
ん
厳
し
く
な
っ
て
い
る
中

で
、
国
は
一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現

に
向
け
た
個
性
豊
か
な
魅
力
あ
る
地

域
社
会
を
創
る
た
め
に
、
地
方
創
生

の
取
り
組
み
を
本
格
化
し
て
い
ま
す
。

　
町
議
会
に
お
い
て
、
さ
ら
に
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た

め
に
、
女
性
の
活
躍
に
対
す
る
支
援
・

推
進
や
若
者
定
住
対
策
を
は
じ
め
と

し
た
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
取
り
組
み
、

ま
た
、
先
人
先
達
が
築
い
て
こ
ら
れ

た
自
然
と
共
生
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

次
世
代
に
継
承
す
る
た
め
に
、
町
執

行
部
と
互
い
に
知
恵
を
出
し
合
い
な

が
ら
、住
民
参
画
に
よ
る「
オ
ー
ル
綾
」

町
政
運
営
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

決
意
新
た
に
町
議
会
の

活
性
化
と
改
革
を
推
進

　
新
た
な
年
を
迎
え
、
町
議
会
と
し

て
も
、
そ
の
役
割
と
責
任
の
重
さ
を

し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
町
民
の
皆

さ
ん
と
の
対
話
を
深
め
な
が
ら
、
決

意
も
新
た
に
町
議
会
の
活
性
化
と
改

革
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
綾
町
を

さ
ら
に
魅
力
あ
る
「
ま
ち
」
に
す
る

た
め
全
力
を
尽
く
し
て
い
く
所
存
で

す
。

　
今
後
と
も
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
支

援
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、本
年
が
皆
さ
ん
に
と
っ

て
実
り
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心

か
ら
ご
祈
念

申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
し

ま
す
。

魅力あるまちを次世代に残しましょう。
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し

た
。
さ
ら
に
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
の
発
生
に
よ
る
被
害
も
危
惧
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
綾
町
で
は
、
災
害
に
強
い
ま
ち
を

目
指
し
て
消
防
団
員
が
防
災
士
の
資

格
を
取
得
す
る
な
ど
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
安
全
・
安
心
の
確
保
を
最
優
先

に
し
た
防
災
減
災
対
策
を
強
力
に
推

進
し
て
い
ま
す
が
、
大
規
模
災
害
を

想
定
し
た
避
難
訓
練
を
実
施
す
る
な

ど
、
地
域
や
家
庭
に
お
け
る
事
前
の

備
え
・
心
構
え
な
ど
に
つ
い
て
、周
知
・

啓
発
が
一
層
図
ら
れ
る
よ
う
、
引
き

続
き
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

「
オ
ー
ル
綾
」
に
よ
る

町
政
運
営
で
さ
ら
に
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り

　
近
年
、
地
方
自
治
体
は
、
長
引
く

景
気
の
低
迷
や
少
子
高
齢
化
社
会
の

到
来
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
直

面
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
財
政
状
況

が
た
い
へ
ん
厳
し
く
な
っ
て
い
る
中

で
、
国
は
一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現

に
向
け
た
個
性
豊
か
な
魅
力
あ
る
地

域
社
会
を
創
る
た
め
に
、
地
方
創
生

の
取
り
組
み
を
本
格
化
し
て
い
ま
す
。

　
町
議
会
に
お
い
て
、
さ
ら
に
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た

め
に
、
女
性
の
活
躍
に
対
す
る
支
援
・

推
進
や
若
者
定
住
対
策
を
は
じ
め
と

し
た
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
取
り
組
み
、

ま
た
、
先
人
先
達
が
築
い
て
こ
ら
れ

た
自
然
と
共
生
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

次
世
代
に
継
承
す
る
た
め
に
、
町
執

行
部
と
互
い
に
知
恵
を
出
し
合
い
な

が
ら
、住
民
参
画
に
よ
る「
オ
ー
ル
綾
」

町
政
運
営
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

決
意
新
た
に
町
議
会
の

活
性
化
と
改
革
を
推
進

　
新
た
な
年
を
迎
え
、
町
議
会
と
し

て
も
、
そ
の
役
割
と
責
任
の
重
さ
を

し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
町
民
の
皆

さ
ん
と
の
対
話
を
深
め
な
が
ら
、
決

意
も
新
た
に
町
議
会
の
活
性
化
と
改

革
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
綾
町
を

さ
ら
に
魅
力
あ
る
「
ま
ち
」
に
す
る

た
め
全
力
を
尽
く
し
て
い
く
所
存
で

す
。

　
今
後
と
も
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
支

援
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、本
年
が
皆
さ
ん
に
と
っ

て
実
り
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心

か
ら
ご
祈
念

申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
し

ま
す
。

魅力あるまちを次世代に残しましょう。
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民生委員・児童委員を紹介します
　民生委員・児童委員は厚生労働大臣から委嘱され、地域住民の立場に立って相談に応じ、必要なサービ
スが受けられるように関係機関との「つなぎ役」になります。身の上に関する秘密は固く守られますので、
困りごとがありましたら民生委員にご相談ください。
　各地区の民生委員および児童委員は次の 17人です。任期は 3年間（平成 31年 11月 30日まで）です。

　平成28年の民生委員・児童委員の一斉改選に伴い、6人が勇退されました。木下敏子さん（揚・立町地区）
が21年間、鳥越千尋さん（上畑・倉輪地区）と同免木孝子さん（主任児童委員）が18年間、陶國正紀さん（宮谷・
二反野地区）が15年間、海老原正利さん（神下地区）が12年間、佐々木幸夫さん（四枝・中堂地区）が9年間、
民生委員・児童委員として活躍されました。
　長い間ありがとうございました。

■問い合わせ先 /福祉保健課　☎77-1114

 上畑・倉輪
榮福　学さん

昭　和
西川　文一さん

南　麓
黒木　多賀子さん

主任児童委員
坂田　正夫さん

四枝・中堂
濵砂　哲郎さん

宮　原
入船　康紀さん

麓
髙妻　光郎さん

主任児童委員
西　加代子さん

揚・立町
三原　信夫さん

神　下
松浦　孝子さん

北麓・久木野々
上野　賢治さん

退任された皆さん

宮谷・二反野
馬場　克紘さん

東中坪
佐々木　保さん

杢道・割付
長峰　栄子さん

古　屋
染矢　利子さん

西中坪
満田　律子さん

竹野・尾立
松方　邦博さん
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宮崎ねんりんピック2017の参加者募集

お知らせ＆情報

参加資格／ 60歳以上（昭和33年4月1日以前に生まれた人） 
申込期間／ 2月1日（水）～ 2月28日（火）　郵送の場合は 2月28日（火）の消印有効
開 催 日／ 5月21日（日）、ミニテニス競技は 5月22日（月）、ゴルフ競技は 5月23日（火）
会　　場／ KIRISHIMAヤマザクラ宮崎県総合運動公園ほか
参 加 料／ 500円（参加決定後、郵便局で振り込み）
申込方法／参加申込書に必要事項を記入し、町福祉保健課または県社会福祉協議会に提出してください
※申込書・競技実施要項は役場にあります
　県社会福祉協議会ホームページからもダウンロードできます

○がついている種目は、全国健康福祉祭あきた大会の予選を兼ねています

■問い合わせ先 /県社会福祉協議会・長寿社会推進センター　☎31-9630

ねんりんピック実施種目（詳しくは競技実施要項をご覧ください）

○ ラージボール卓球 ○ ソフトバレーボール ○ ラグビーフットボール

○ テニス ○ ミニテニス ○ パークゴルフ

○ ソフトテニス ○ 弓道 ○ 水泳

○ ソフトボール ○ 剣道 卓球バレー

○ ゲートボール なぎなた ○ ダンススポーツ

○ ペタンク ○ 太極拳 ○ 囲碁

ターゲット ･バードゴルフ 四半的弓道 ○ 将棋

○ グラウンド・ゴルフ ボウリング ○ 健康マージャン

バウンドテニス ○ ゴルフ

ミニバレーボール ○ サッカー

認知症連携パス「オレンジ手帳」をご利用ください
　オレンジ手帳は、主に認知症の人が、自分や家族が望む最適な医療や介護のサービス
を切れ目なく受け、住み慣れた綾町で安心した毎日を過ごすことができるよう支援する
ものです。
　健康保険証やお薬手帳、介護保険証などとセットにして利用することにより、手帳に
記入された自分の体の状態や今後の希望を医療・介護関係者へ伝えることができます。
　利用を希望する人は、地域包括支援センターへお問い合わせください。

■問い合わせ先 /地域包括支援センター　☎77-3141
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〜お知らせ＆情報〜

年末年始のごみ・資源物の収集、開場日

子どもの尊い命を守りましょう

収集・施設業務

12月 1月

26 27 28 29 30 31 1 2 3 4

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

ごみ・資源物収集 ○ ○ ○ × × × × × × ○

生 ご み 収 集 ○ ○ ○ × ○ ○ × × × ○

堆 肥 工 場 ○ ○ ○ × ○ ○ × × × ○

エコクリーンプラザみやざき ○ ○ ○ ○ ○ 午前中 × × × ○

※堆肥工場の開場時間は午前9時~午後4時

エコクリーンプラザみやざきの年末年始の開場日
　年末は、12月 28日（水）～30日（金）の午前8時 30分～午後5時までおよび31日（土）の午前
11時 30分までごみを受け入れます。年始は1月 4日（水）から開場します。

■問い合わせ先 /町民生活課　☎77-3465、エコクリーンプラザみやざき　☎30-6511

スクールゾーンへの車の進入が見受けられます
　綾小学校下の交差点～綾郵便局の区間は、午前7時 30分～ 8
時 20分まで車両の通行はできません。
信号のない横断歩道では、歩行者優先をお願いします
　歩行者が横断しようとしていたら、車両を停止させ、歩行者が
安全に渡りきるまで見守りましょう。
横断歩道付近で歩行者を見かけたら減速しましょう
　通勤時に小・中学校付近を猛スピードで走行している車両を見
かけます。何かの拍子に車道に出てくる子どもがいないとも限りません。歩行者を見かけたら、減速を心
掛けてください。また、小田爪橋～綾川荘区間はサッカー場やテニスコートが隣接しています。11月に
宮崎市大塚の大淀川河川敷の市道で起きた事故もありますので、スピードを落として走行してください。

　飲酒運転による悲惨な死亡事故がいまだに無くなりません。飲酒運転
は、事故の被害者だけでなく、その家族までも不幸に陥れます。そして、
刑事訴訟に民事訴訟、多額の賠償金など、自分の家庭も崩壊しかねません。
　「ちょっとだけなら」「通勤で車を使うから」などの油断が大きな事故
につながります。飲酒運転は絶対にしないよう心掛けましょう。

（町民生活課）
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〜お知らせ＆情報〜

第７回宮崎県市町村対抗駅伝競走大会

第50回新春子ども駅伝大会

　県庁前を発着点とする12区間（総距離39.2ｋｍ）で争われるレースに、綾町代表として次のメンバー
が出場します。1月9日（月・祝）午前10時スタートです。

　

　各地区から選出された子どもたちが、元気
に駆け抜けます。沿道での皆さんのあたたか
い声援をお願いします。１月15日（日）午前10
時に綾町公民館をスタートします。
　コース図や中継所、予定時刻などについて
は広報誌と一緒に配布するチラシをご覧くだ
さい。

区分 区間 氏名 学年 地区
監督 玉田ゆみ子 尾立

コーチ兼選手 押川　泰朗 麓

小学生男子
第 1 区　1.8km
第 9 区　1.5km

田中　李空耶 6年 麓
黒木　南旺人 5年 昭和
藤村　星魁 5年 西中坪

小学生女子
第 8 区　1.1km
第 11区　1.0km

清水　瑠那 6年 北麓
川上　杏月 6年 宮原
大隈　夏凛 5年 北麓

中学生
第 5 区　2.7km
第 7 区　3.4km

押川　海斗 3年 上畑
松﨑　純平 2年 麓
森山　晃貴 2年 古屋

高校生
第 3 区　5.0km
第 12区　5.7km

矢野　修平 3年 宮原
冨永　好希 2年 南麓
二方　颯真 1年 北麓

一般
第 6 区　4.8km
第 10区　7.4km

黒木　明宏 揚町
(ふるさと枠 )

北村　知也 中堂
諸井　克哉 神下

40~49 歳 第 4 区　2.6km
岩下　雅彦 北麓
大畠　勝 宮原

50歳以上 第 2 区　2.2km
押川　泰朗 麓
内山田　隆司 揚町問い合わせ先 /社会教育課　☎77-1183

■問い合わせ先／社会教育課　☎77-1183

昨年の大会の様子

昨年の大会の様子

（敬称略）
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〜お知らせ＆情報〜

国民健康保険・後期高齢者医療からのお知らせ

20歳になったら国民年金

国保　限度額認定証について
　入院や外来で高額な医療費がかかる場合に限度額認定証を使用すると、保険内診療分の自己負担額が
限度額までとなります。交付を希望する場合は本人の保険証と世帯主の印鑑、本人と世帯主のマイナン
バーが分かるものを持参のうえ、役場で手続きをお願いします。
　
限度額認定証の申請が必要な人
　・70歳未満の人
　・70歳以上で住民税が非課税世帯の人
　※ 70歳以上で住民税が課税されている人については、保険証のみで限度額が分かるようになっていますので、申請は不要です
　
後期高齢者　減額認定証について
　入院や外来で高額な医療費がかかる場合に減額認定証を使用すると、保険内診療分の自己負担額が限
度額までとなり、食事代も減額されます。交付を希望する場合は本人の保険証と印鑑、マイナンバーが
分かるものを持参のうえ、役場で手続きをお願いします。
　なお、世帯全員が住民税非課税の場合のみ交付の対象となります。分からない人は、事前に福祉保健
課へご相談ください。

　日本国内に居住する20歳以上60歳未満は、国民年金に加入し、国民年金の保険料を納めることになり
ます。

国民年金（基礎年金）３つのメリット
● 老後を支えます（老齢基礎年金）
● 病気やけがで障害の状態になった時に支えます（障害基礎年金）
● 加入者が亡くなったとき、子のある妻・子を支えます（遺族基礎年金）

「学生納付特例制度」と「納付猶予制度」
　収入などがなく保険料の支払いが困難な場合は、「学生納付特例制度」（学生のみ）、「納付猶予制度」（50
歳未満のみ）などの保険料納付猶予制度があります。どちらの制度も、承認された期間は老齢基礎年金
を受け取るために必要な期間に算入されますが、年金額には反映されません。しかし、収入を得られる
ようになり保険料の納付が可能となった時に「追納制度」を利用すれば、将来受け取る年金を増額できま
す。

学生納付特例制度
　対象は、学校教育法に規定のある大学・大学院、短大、高等学校、高等専門学校、専修学校および各
種学校（修業年限１年以上）、一部の海外大学の日本分校に在学する学生で、本人の所得が一定額以下の
場合、保険料の納付が猶予される制度です。

納付猶予制度
　学生でない 50歳未満の人で、本人および配偶者の所得が一定額以下の場合に、保険料の納付が猶予さ
れる制度です。

■問い合わせ先 /福祉保健課　☎77-1114

■問い合わせ先 /福祉保健課　☎77-1114、宮崎年金事務所　☎52-2111
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[一般書]
○ 頭痛女子バイブル
○ はじめてのパソコンのイラッをズバリ！解決
○ つくって楽しむわら工芸
○ モノがなくても、大丈夫！
○ 男めし入門
○ 氷の轍	 桜木 紫乃/著
○ 君の名は。	 新海 誠/著
○ 黒い紙	 堂場 瞬一/著
○ まことの華姫	 畠中 恵/著
○ デトロイト美術館の奇跡	 原田 マハ/著 
○ 湖底の城(7巻)	 宮城谷 昌光/著

[児童書]
○ 絵でよくわかるこころのなぜ
○ 商店街で働く人たち
○ 王様に恋した魔女	 柏葉 幸子/作
○ おてつだいおばけさん	 季巳 明代/作
○ お願い！フェアリー 17	 みずの まい/作
○ 十二支のおもちつき
○ にぎやかなえのぐばこ
○ とびっきりのともだち
○ みかんのめいさんち   

※ほかにもたくさんの本が入っています

おすすめの本

ひとことひとこと館長の館長の
 あけましておめでとうございます
　 本年も、皆さまが健やかに充実した日々を過
ごされますよう、お祈り申し上げます。本館は
早いもので 13 周年を迎え、蔵書数も約 7 万冊

となりました。おかげさまで昨年は
1 年間の入館者数が、過去 8 年間で
最高の 6 万 3 千人となりました。
　今年も、町民の皆さんに「選ばれ
る図書館」「行ってみたくなる図書
館」となるよう職員一丸で努力した
いと思います。

出張おはなし会
　総合文化祭の会場で出張お
はなし会を行いました。絵本
の読み聞かせや手遊びなど、
楽しい時間となりました。

図書館落語
　定員を超える 50 人以上の
参加があり、ユーモアあふれ
る落語の世界を楽しみました。

綾小路きみまろライブ上映会
　大型スクリーンで「綾小路きみま
ろ爆笑 ! ライブ」の DVD を上映し
ます。どなたでも参加できます。
初笑いは綾てるは図書館で !
■日時／ 1 月 6 日 ( 金 )
　　　    午後 3 時 ~4 時

生涯学習作品展
　生涯学習教室で製作した作品を展示しています。

おはなし会　　　
日時／毎週土曜日　午後 2 時 ~2 時 30 分
子ども映写会（毎月第 3 土曜日）

日時／1月14日(土)午後2時30分~4時10分
上映作品／「シュレック　フォーエバー」
てるはおはなし会（毎月第 3 日曜日・雨天中止）

日時／1月15日（日）午前11時30分~11時50分
場所／綾馬事公苑

　お正月にちなんだ絵本や、
図書館おすすめの本を福袋に
入れて用意します。先着 20 袋
です。1 月 5 日（木）から貸し
出しを始めます。

読書感想文・感想画作品展
日時／ 1 月 31 日 ( 火 )~ 2 月 19 日 ( 日 )
おすすめの本を紹介する　ビブリオバトル

日時／ 2 月 11 日 ( 土 )　午後 2 時 ~3 時
対象／中学生、高校生、一般 10 人
募集期間／ 1 月 10 日 ( 火 )~ 31 日 ( 火 )
庭に飾る～ひな山展

日時／ 2 月 25 日 ( 土 )~3 月 5 日 ( 日 )
場所／読書広場

12月のイベント報告

1月のイベント

2月のイベント

お楽しみ福袋

1月の休館日 毎週月曜日、10日（火）
＊新年は１月5日(木)から開館、9日（月・祝）は開館

☎77-0180綾てるは図書館

9　広報あや



1月の行事イベント

■と　き／午前 9 時 30 分 ~11 時 30 分
■ところ／子育て支援センター
■内　容／お正月遊び

羽根つき、たこ揚げ、こま回しなど、お正月な
らではの遊びをみんなで楽しみましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　
■と　き／午前 9 時 30 分 ~11 時 30 分
■ところ／子育て支援センター
■内　容／防災訓練

中坪保育所と合同で行います。消火器の取り扱
い訓練もあります。この機会にぜひ体験してみ
てください。消防車や救急車もやってきます。

　　　　　　　　
■と　き／午前 9 時 30 分 ~11 時 30 分
■ところ／子育て支援センター
■内　容／鬼のお面作り

節分に手作りのお面で豆まきをしませんか ? 福
がたくさん舞い込みますように。材料はセン
ターで準備します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　
■と　き／午前 10 時 ~11 時 30 分
■ところ／子育て支援センター
■内　容／ 1 月生まれのお友達の誕生会

対象児にはハガキでお知らせします。ハガキが
届かない人はご連絡ください。

読んで、あそんで
絵本ってたのしい！

 見て触って、絵本の世界を体感しよう

　絵本に出てく
る物を、実際に
見たり触ったり
することは、子
どものよい刺激
になります。子
どもたちにとっ
て、絵本は新し
い物と出会える場所であり、また、自分の世
界を深めるきっかけにもなるでしょう。
　例えば、食べ物が出てくる絵本が大好きな
0 歳児なら、お母さんが「これバナナだね」と
言いながら、実際にバナナを見せて読むと、
物の認識につながります。
　1 歳児になると、「ふわふわ」「ぐつぐつ」な
どリズミカルな響きの言葉にも興味が出てき
ます。絵本にはそんな楽しい言葉がたくさん
出てくるので、物に触れながら「ふわふわだね」
と言ってみたりして、言葉の響きを体感でき
るように働きかけてみましょう。
　2 歳児は、絵を見て物の理解がさらに進む
時期です。同じリンゴでも、赤い物、青い物、
半分に切った物といった違いが理解できるよ
うになります。本物を一度に見比べる機会が
あると「物を見る力」が育まれます。
　絵本と実体験を重ねることで、子どもの物
への関心を広げ、認知を深めることにつなげ
ていきましょう。

６日（金)	 わくわく広場

11日（水）	 親子教室「コアラ」

18日（水）	 ゆったり子育て教室

25日（水）	  誕生会

お誕生おめでとう
11月30日までに受付のあった子どもさんです

本條　絵恋 [女] H28.10.28
保護者：洋輔さん　（ほんじょう えれん） [立町]

井上　茉華 [女] H28.11.3
保護者：拓眞さん（いのうえ まはな） [宮谷]

入田　温仁 [男] H28.11.11
保護者：建悟さん（にゅうた はるひと） [宮原]

香月　登真 [男] H28.11.16
保護者：深澤マイカ進吉さん（かつき とうま） [神下]

松浦　昴樹 [男] H28.11.24
保護者：勇太さん（まつうら こうき） [西中坪]

ゆったり子育て教室
保育園・幼稚園見学に行きました

今月のPHOTO

☎77-1154子育て支援センター
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☎77-0195健康センター

乳児相談（おっぱい・育児相談）
■とき／ 1 月 13 日（金）午後 1 時 15 分 ~
■対象／乳児と母親

妊婦相談
■とき／ 1 月 13 日（金）午後 1 時 15 分 ~
■対象／妊婦（後期）

おっぱい相談
■とき／ 1 月 25 日（水）午後 1 時 30 分 ~

離乳食教室②（5~11 カ月児）
■とき／ 1 月 27 日（金）午後 1 時 ~

　　　　　　　
　平成 28 年度は下記の該当者を対象に接種費用
の助成を行っています。接種の希望者は、かかり
つけ医にご相談ください。綾町内の医療機関でも
接種できます。

■対象者／
①過去に肺炎球菌ワクチンを接種したことがな

く、平成 28 年度に下記の年齢に当てはまる人
65歳（昭和26年4月2日~昭和27年4月1日生）
70歳（昭和21年4月2日~昭和22年4月1日生）
75歳（昭和16年4月2日~昭和17年4月1日生）
80歳（昭和11年4月2日~昭和12年4月1日生）
85歳（昭和  6年4月2日~昭和  7年4月1日生）
90歳（大正15年4月2日~昭和　2年4月1日生）
95歳（大正10年4月2日~大正11年4月1日生）
100歳（大正 5年4月2日~大正  6年4月1日生）

②過去に肺炎球菌ワクチンを接種したことがない
60 歳以上 65 歳未満の人で、心臓・腎臓もしく
は呼吸器の機能の障がいまたはヒト免疫不全ウ
イルスにより免疫の機能に障がいを有し、身体
障がい者手帳 1 級を持つ人

■期　間／平成 29 年 3 月 31 日（金）まで
※期間を過ぎると定期接種としては受け

られませんのでご注意ください
■料　金／ 2,000 円

※対象者のうち生活保護受給者は自己負
担額免除

■その他／保険証、健康手
帳をご持参くだ
さい

いよいよ流行の時期となります。
①外出時は人ごみを避けま

しょう
②帰宅時には手洗い、うが

いをしましょう
③せきやくしゃみが出る人

はマスクを着用しましょう
④症状（急な発熱、せきやの

どの痛みなど）があるとき
は早めに医療機関を受診
しましょう

　　　　　　

　町民の皆さんの健康づくり
を応援する「もりりん健康マイ
レージ事業」の応募締切は 1 月
31 日（火）です。
　平成 28 年 1~12 月までの期
間に実践した、健康づくりの
取り組みを応募用紙に記入し
て健康センターにご応募くだ
さい ! 抽選で電動歯ブラシなど
の豪華賞品が当たります。ま
た、応募者にはもれなく参加
賞（綾町指定ごみ袋）を進呈し
ます。
　健診の受診に加え、食生活
の見直しや、定期的な運動を

楽しく続けて、健康でいきいきと毎日を過ごすこ
とを目指しましょう !

　　　　　　　　　　　　　
各自治公民館で午前 9 時 30 分から行います。

無医地区巡回診療
広沢地区
　1月13日（金）正午～午後0時45分
倉輪地区
　1月13日（金）午後1時～1時45分

実 施 日 地 区 実 施 日 地 区
10日（火） 中 堂 19日（木） 西中坪・麓・宮谷
11日（水） 上畑・四枝・立町 20 日（金） 北麓・東中坪
12日（木） 神 下 23日（月） 杢 道
13日（金） 古 屋 24日（火） 宮 原
17日（火） 南麓・二反野 27日（金） 昭 和
18日（水） 揚 町 ※上畑は健康講座です

妊婦・乳児に関する検診・相談　　　

高齢者等肺炎球菌予防接種

応募受付は１月末日まで！

お達者クラブ

インフルエンザにご注意ください
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有機農業開発センター　 ☎77-0100

　有機農業推進大会
は 11 月 13 日、 綾
町公民館文化ホール
で開催しました。町
内 外 か ら 約 500 人
が訪れ、事例発表や
基調講演に耳を傾け
ました。

　表彰では、特別功労
者として故・堀久男

さん・ちさとさん夫妻（尾立地区）が表彰されたほか、
中原タマ子さん（古屋地区）と井上峯雄さん（宮原地
区）が功労者表彰を受けられました。また、宮崎観
光ホテル「一木一草」と圖師良廣さん（北麓地区）には
感謝状が贈られました。

　事例発表では、子どもたちが農業体験などを行い
ながら「食」や「命」の大切さを学んでいる綾・農業寺
子屋（押田明校長）の活動発表と、綾の自然生態系
農業を 100 年後に伝える aya100 プロジェクト

（梶山剛代表）が、町内の農業生産者などを紹介した
映像の上映を行いました。

　 第 39 回 九
州・沖縄地区
牛削

さくてい
蹄競技大

会（ 九 州 地 区
装削蹄連絡協
議会主催）は
9 月、鹿児島
県霧島市の姶

良中央家畜市場で行われ、淵本優生さん（宮原地区）
が 3 等賞を受賞しました。
　削蹄は、牛の体調を維持するため蹄

ひづめ
の形を整える

技術で、肉用牛の健康管理のために最低年 1 回は必
要とされています。
　同大会では九州各県の代表 30 人が、筆記による
牛削蹄判断と実技試験に臨みました。近年はベテラ
ンに加えて若手も増えており、淵本さんも日ごろか
ら削蹄技術を磨いてきました。11 月には、茨城県
水戸市で開催された全国大会にも出場されました。

　12 月 1 日、町内のスイートスプリングの生産農
家の代表の皆さんが前田町長にスイートスプリング
を贈呈、今年の出来などについて報告しました。
　福岡裕二さん（割付地区）は、「今年はとても甘く
みずみずしいスイートスプリングができていて、前
年より収穫量も多い見込み。ふるさと納税の返礼品
としても活用し、ぜひたくさんの人に食べてほしい。
贈答用にもおすすめです」と話されました。
　詳しくは、JA 綾町までお問い合わせください。

　また、農協青年部の相星勝弘さん（宮谷地区）は「あ
の暑い夏の矜

きょうじ
持」というタイトルで、幼いころから

農業にやりがいを感じていたことを発表しました。

　基調講演では、石川県羽咋市で限界集落をよみが
えらせた高野 誠

じょうせん
鮮 さん = 写真 = が「可能性の無視

は最大の悪策」をテーマに話をされました。高野さ
んは、米の品質を宇宙から測定したり、上質の米を
食べてもらうためにローマ法王などにアプローチし
たりしたエピソードをユーモアたっぷりに披露。会
場からは何度も笑いが起こっていました。

　最後に高野さんは、綾町は地域資源にたいへん恵
まれているものの、情報の発信や活用がまだ十分で
ないので、行政と民間が力を合わせてがんばってほ
しいとエールを送られました。

　会場には、新規就農者とベテラン農家を紹介する
ポスター展もあったほか、野菜で作った装飾が会場
入り口に置かれ、来場者から「花でなく野菜のオブ
ジェでお出迎えというのは、有機農業のまちらしく
ていい」という声が寄せられました。

第28回有機農業推進大会に500人来場

淵本優生さんが３等賞受賞 スイートスプリング、待望の出荷
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コラム　
冬
に
人
里
や
公
園
な
ど
で
よ
く
目
に
す

る
渡
り
鳥
。
ス
ズ
メ
よ
り
少
し
小
さ
く
、

昆
虫
や
ク
モ
、
木
の
実
を
食
べ
ま
す
。

　
全
体
が
淡
褐
色
の
メ
ス
に
比
べ
、
頭
が

銀
白
色
で
目
の
周
り
が
黒
く
、
胸
か
ら
腹
、

尾
に
か
け
て
鮮
や
か
な
だ
い
だ
い
色
の
オ

ス
が
見
つ
け
や
す
い
で
し
ょ
う
。
ち
ょ
こ

ん
と
お
辞
儀
を
し
て
尾
を
震
わ
す
な
ど
、

か
わ
い
ら
し
い
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ
と
い
う
名
前
は
、
頭
の

銀
髪
を
意
味
す
る「
尉（
ジ
ョ
ウ
）」と
、
火

打
ち
石
を
た
た
く
よ
う
な「
ヒ
ッ
ヒ
ッ
」と

い
う
鳴
き
声
か
ら「
火
焚（
ヒ
タ
キ
）」と
付

け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
紋
付
鳥
と
も
呼
ば

れ
縁
起
が
よ
い
鳥
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ

　
照
葉
樹
林
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
公

益
社
団
法
人
24
時
間
テ
レ
ビ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
委
員
会

主
催
、
綾
ユ
ネ
ス
コ 

エ
コ
パ
ー
ク
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
、
て
る
は
の
森
の
会
共
催
）は
、
12
月
4
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
U
M
K
テ
レ
ビ
宮
崎
の「
24
時
間

テ
レ
ビ
」の
企
画
の
ひ
と
つ
で
、
昨
年
に
続
き
2
回

目
の
開
催
。
県
内
各
地
か
ら
約
80
人
を
超
え
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
集
ま
り
、
綾
町
の
技
能
者
組
合
や
里
山

を
守
る
会
の
メ
ン
バ
ー
約
30
人
と
共
に
お
そ
ろ
い
の

黄
色
の
ベ
ス
ト
を
着
用
し
、
大
吊
橋
か
ら
さ
ら
に
須

木
方
面
に
入
っ
た
3
地
点
で
ご
み
拾
い
に
汗
を
流
し

ま
し
た
。

　

集
め
ら
れ
た
ご
み
は
2
t
ト
ラ
ッ
ク
2
台
分
に

も
な
り
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
や
空
き
缶
な
ど

の
ほ
か
、
家
電
製
品
、

タ
イ
ヤ
、
ロ
ー
プ
な

ど
も
多
く
、「
美
し
い

森
を
ず
っ
と
守
っ
て

い
く
た
め
に
、
不
法

投
棄
を
し
な
い
よ
う

厳
し
く
取
り
締
ま
る

こ
と
も
必
要
」と
参

加
者
は
厳
し
い
表
情
。

一
方
で
、
達
成
感
の
あ

る
さ
わ
や
か
な
笑
顔

綾
の
森
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
ご
み
拾
いも

見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

終
了
後
は
、
同
日
、

ふ
れ
あ
い
綾
も
り
の
市

に
出
店
し
て
い
た
農
協

青
年
部
が
手
づ
く
り
し

た
地
元
産
の
食
材
た
っ

ぷ
り
の
カ
レ
ー
が
ふ
る

ま
わ
れ
、「
冷
え
た
体
が

温
ま
る
!
と
て
も
お
い

し
い
」と
大
好
評
。
午
後

か
ら
は
、
早
川
農
苑
の

早
川
ゆ
り
代
表
の
食
育

に
関
す
る
講
話
が
あ
っ

た
ほ
か
、
N
P
O
法
人

教
育
フ
ァ
ー
ム
宮
崎
・
綾

（
奥
誠
司
代
表
）に
よ
る
食
材
当
て
ゲ
ー
ム
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は「
私
た
ち
が
清
掃
し
た
森
か
ら
生

ま
れ
た
水
や
土
で
、こ
の
野
菜
が
育
て
ら
れ
て
い
る
。

ゲ
ー
ム
で
野
菜
を
食
べ
た
が
、
ミ
ズ
ナ
や
ホ
ウ
レ
ン

ソ
ウ
が
、
こ
ん
な
に
甘
く
て
お
い
し
い
と
は
。
こ
れ

か
ら
は
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を
か
け
ず
に
食
べ
た
い
」な

ど
の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　
主
催
者
に
よ
る
と
、照
葉
樹
林
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
今
後
も
毎
年
12
月
に
開
催
さ
れ
る

予
定
で
す
。
豊
か
な
森
を
守
る
た
め
に
、
皆
で
活
動

を
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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２
月
12
日（
日
）に
開
催
予
定
の
綾
町
公
民
館
・

社
会
福
祉
・
青
少
年
健
全
育
成
町
民
大
会
の
終
了

後
、
福
祉
バ
ザ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
バ
ザ
ー
の
益

金
は
社
会
福
祉
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
解
説
】生
涯
学
習
講
座「
短
歌
教
室
」講
師
　
福
原
　
美
江

文
芸
の

　
　
　
　

ひ
ろ
ば

生
涯
学
習
教
室

　
　「
短
歌
」受
講
生
の
作
品

竹
下　
恭
子
さ
ん
（
南
麓
地
区
）

　
延
岡
市
の
虎
屋
の
饅
頭
で
、
包
装
紙
に
は
牧
水
の
短
歌
が
印
刷
さ
れ

て
い
る
。
白
い
薄
皮
の
中
か
ら
餡あ

ん

が
の
ぞ
き
、
大
き
さ
も
甘
さ
も
ほ
ど

よ
く
お
い
し
い
。
こ
の
饅
頭
か
ら
牧
水
の
「
の
」
の
字
を
連
想
し
、
結

句
の「
ま
ん
ま
る
こ
ろ
り
ん
」の
オ
ノ
マ
ト
ペ（
擬
態
語
）が
効
果
的
だ
。

牧
水
の
丸
い
顔
も
想
像
さ
れ
て
楽
し
い
作
品
。

牧
水
の
「
の
」
の
字
に
似
た
り

　
　
　
　

名
物
の
や
ぶ
れ
饅
ま
ん
じ
ゅ
う頭ま
ん
ま
る
こ
ろ
り
ん

三
谷　
公
博
さ
ん
（
北
麓
地
区
）

　
農
作
業
は
天
候
や
季
節
に
支
配
さ
れ
、
一
日
の
始
め
も
終
わ
り
も
自

分
で
決
め
る
ほ
か
な
い
。
山
の
端
か
ら
暗
く
な
り
そ
う
な
気
配
。
そ
ろ

そ
ろ
草
刈
り
を
切
り
上
げ
よ
う
と
思
い
つ
つ
も
、
そ
の
潮
時
を
決
め
兼

ね
て
い
た
と
こ
ろ
に
白
鷺
が
翔と

ぶ
。
よ
う
や
く
今
日
の
作
業
に
踏
ん
切

り
を
つ
け
た
作
者
。
白
鷺
も
「
し
ご
と
」
を
終
え
て
飛
び
立
っ
た
に
違

い
な
い
。
自
然
と
一
体
化
し
た
時
間
を
さ
り
げ
な
く
詠
う
。

山
の
端
に
雲
の
か
か
れ
る
夕
つ
方

　
　
　
　

草
刈
り
や
め
よ
と
白し
ら
さ
ぎ鷺
の
翔
ぶ

みなさまのあたたかい善意に
感謝します

綾
町
社
会
福
祉
協
議
会

11
月
1
日
～
30
日
受
付
分

［
一
般
寄
付
］

寄
付
者
／
物
品
／
地
区
名

德
弘　
正
榮
／
野
菜（
揚
町
）

外
山　
國
夫
／
野
菜（
立
町
）

［
忌
明
寄
付
］

寄
付
者
／
物
故
者
／
地
区
名

稲
森　
杉
尾
／
シ
ヅ（
古
屋
）

藤
竹　
正
雄
／
ナ
ミ
ヱ（
神
下
）

石
尾　
真
人
／
美
智
榮（
神
下
）

中
村
ト
シ
子
／
憲
夫（
四
枝
）

善
意
の
寄
付
・
寄
贈
　［
敬
称
略
］

福
祉
バ
ザ
ー
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

安
永　
道
夫
／
達
郎（
麓
）

中
竹　
次
則
／
ト
シ（
西
中
坪
）

綾
町
育
英
会

11
月
1
日
～
30
日
受
付
分

［
忌
明
寄
付
］

寄
付
者
／
物
故
者
／
地
区
名

中
竹　
次
則
／
ト
シ（
西
中
坪
）

■
バ
ザ
ー
用
品
受
付
／
２
月
10
日（
金
）ま
で

■
受
付
窓
口
／

•
福
祉
保
健
課

　
☎
77
－
１
１
１
４

•
ケ
ア
ハ
ウ
ス
う
る
お
い
の
里

　
☎
77
－
３
０
６
６

•
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
☎
77
－
２
０
０
５

•
高
年
者
研
修
セ
ン
タ
ー

　
☎
77
－
１
１
３
３

福
祉
保
健
課

綾
町
社
会
福
祉
協
議
会
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お
知
ら
せ

水
質
検
査
の
お
知
ら
せ

　
検
査
を
希
望
す
る
人
は
1
月
30

日（
月
）ま
で
に
検
査
容
器
を
役
場

に
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

◎
水
質
検
査
日
／
1
月
31
日（
火
）

◎
検
査
手
数
料
／
5
4
0
0
円

■
問
い
合
わ
せ
先
／

建
設
課
上
下
水
道
係

☎
77
－
3
4
6
7

償
却
資
産
申
告
書
の
提
出
は

1
月
31
日
ま
で

　
償
却
資
産
と
は
、
製
造
や
小
売
、

農
業
な
ど
の
事
業
を
個
人
ま
た
は
会

社
で
営
ん
で
い
る
人
が
所
有
し
、
そ

の
事
業
の
た
め
に
用
い
る
構
築
物
や

機
械
、
運
搬
具
、
器
具
、
備
品
な

ど
の
事
業
用
資
産
を
い
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
中
に
増
減
し
た
償
却

資
産
の
申
告
お
よ
び
移
動
が
な

か
っ
た
場
合
も
申
告
が
必
要
で

す
。
平
成
29
年
1
月
1
日
現
在
に

お
け
る
償
却
資
産
の
現
状
を
、
1

月
31
日（
火
）ま
で
に
役
場
に
ご
提

出
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

総
務
税
政
課
町
税
係

☎
77
－
1
1
1
3

お
願
い

水
道
管
を
守
り
ま
し
ょ
う
!

　
水
道
管
は
、
気
温
が
マ
イ
ナ
ス

4
℃
以
下
に
な
る
と
凍
結
や
破
裂

の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
風
当
た
り

の
強
い
と
こ
ろ
や
水
道
管
が
む
き

出
し
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

は
、
早
め
の
注
意
が
必
要
で
す
。

凍
結
か
ら
守
る
た
め
に

　
屋
外
に
露
出
し
て
い
る
水
道
管

を
保
温
材
で
覆
い
、
そ
の
上
か
ら

濡
ら
さ
な
い
よ
う
に
ビ
ニ
ー
ル

テ
ー
プ
を
巻
き
ま
す
。
特
に
寒
い

夜
に
は
、
少
量
の
水
を
出
し
た
ま

ま
に
し
て
お
く
と
凍
結
防
止
に
な

り
ま
す
。

水
が
凍
っ
て
し
ま
っ
た
ら

　
蛇
口
を
開
け
て
か
ら
、
凍
っ
た

部
分
に
タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ
、
そ
の

上
か
ら
ゆ
っ
く
り
ぬ
る
ま
湯
を
か

け
て
く
だ
さ
い
。
蛇
口
や
水
道
管

の
破
裂
・
ひ
び
割
れ
の
原
因
に
な

る
の
で
、
熱
湯
は
掛
け
な
い
で
く

だ
さ
い
。

水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き

　

宅
地
内
に
あ
る
水
道
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
内
の
止
水
栓
で
水
を
止

め
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
は
、
家

の
中
の
す
べ
て
の
水
が
止
ま
り
ま

す
。
早
め
に
給
水
装
置
工
事
指
定

店
に
修
繕
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

•
㈲
尾
原
電
気
水
道
商
会

☎
77
－
0
2
0
6

•
合
小
野
建
材

☎
77
－
1
1
5
0

•
㈲
西
郷
設
備
工
業

☎
77
－
0
3
8
9

•
綾
友
建
設

☎
77
－
1
0
8
2

•
溝
口
建
設
㈱

☎
75
－
1
0
8
8

•
㈱
ト
ク
ホ
建
設

☎
77
－
0
0
2
8

•
㈲
冨
川
設
備

☎
30
－
7
2
2
1

※
指
定
店
は
ほ
か
に
も
あ
り
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先
／

建
設
課
上
下
水
道
係

☎
77
－
3
4
6
7

愛
が
ん
用
の
鶏
を

飼
育
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

　
農
林
水
産
省
に
よ
り
、
国
内
で

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

発
生
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
愛
が
ん
用
の
ニ
ワ
ト
リ
で
高
病

原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生

し
た
場
合
も
、
殺
処
分
や
周
辺
地

域
の
移
動
制
限
な
ど
の
防
疫
措
置

が
取
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

次
の
ポ
イ
ン
ト
を
守
り
、
大
切
に

くらしの情報[1月]

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

九
州
電
力
宮
崎
営
業
所

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

（
0
1
2
0
）
9
8
6
7
0
4

相　
談

人
権
擁
護
委
員
を

紹
介
し
ま
す

　
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
綾

町
の
人
権
擁
護
委
員
を
紹
介
し
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
の
で
、
人
権
問
題
で

お
困
り
の
人
や
心
配
ご
と
が
あ
る

人
は
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
綾
町
の
人
権
擁
護
委
員
／

籾
田
孝
一
、
早
川
ゆ
り
、

中
村
清
久

■
問
い
合
わ
せ
先
／

町
民
生
活
課
☎
77
－
3
4
6
6

常
駐
人
権
相
談
所

　
宮
崎
地
方
法
務
局
で
は
平
日
午

前
9
時
〜
午
後
4
時
ま
で
、
随
時

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

宮
崎
地
方
法
務
局

☎
22
－
5
1
2
4

飼
い
ま
し
ょ
う
。

⃝
健
康
状
態
を
毎
日
観
察
し
、
飼

育
小
屋
や
そ
の
周
辺
を
清
潔
に

保
つ

⃝
世
話
を
す
る
と
き
は
専
用
の
履

物
を
用
意
し
、
小
屋
へ
の
出
入

り
で
は
履
物
の
交
換
・
洗
浄
を

行
う

⃝
世
話
を
し
た
後
は
手
を
洗
う

⃝
飼
育
し
て
い
る
鳥
が
野
鳥
に
接

触
し
な
い
よ
う
、
防
鳥
ネ
ッ
ト

を
張
る
、
エ
サ
を
小
屋
の
外
に

置
か
な
い
な
ど
の
対
策
を
行
う

※
ニ
ワ
ト
リ
、
ウ
ズ
ラ
、
ア
ヒ
ル
、

キ
ジ
、
ダ
チ
ョ
ウ
、
ホ
ロ
ホ
ロ

鳥
、
七
面
鳥
を
飼
育
し
て
い
る

場
合
は
、
農
林
振
興
課
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ
先
／

宮
崎
家
畜
保
健
衛
生
所

☎
73
－
1
3
7
7

農
林
振
興
課
☎
77
－
0
1
0
0

感
電
事
故
防
止
の
お
願
い

　

感
電
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、

電
線
付
近
で
た
こ
揚
げ
を
し
た

り
、
電
柱
や
鉄
塔
に
登
っ
た
り
し

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
万
一
、
た
こ
が
電
線
な
ど
に
架

か
っ
た
場
合
は
、
自
分
で
取
ろ
う

と
せ
ず
、
最
寄
り
の
九
州
電
力
へ
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くらしの情報[1月]

募　
集

綾
町
育
英
会
の
奨
学
生
募
集

　
平
成
29
年
度
の
奨
学
生
を
募
集

し
ま
す
。

◎
対
象
者
／

•
綾
町
在
住
者

•
有
能
な
資
質
が
あ
り
、
向
学
心

に
富
み
、
心
身
共
に
健
全
な
人

•
保
護
者
に
各
種
の
税
の
滞
納
が

な
い
こ
と（
保
護
者
の
所
得
証

明
書
を
添
付
す
る
こ
と
）

◎
保
証
人
／

•
保
護
者
と
は
別
の
生
計
を
営
む

者
で
、
原
則
と
し
て
町
内
に
住

所
を
有
す
る
こ
と

•
年
齢
が
奨
学
資
金
申
請
年
度
末

時
点
で
満
65
歳
以
下
の
人

•
各
種
の
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

◎
貸
付
金（
無
利
子
）
／

•
大
学
生（
短
大
、
専
修
学
校
、

各
種
学
校
を
含
む
）月
額
3
万
円

•
私
立
高
校
生 

月
額
2
万
5
千
円

•
公
立
高
校
生 

月
額
2
万
円

•
交
通
費
貸
付（
高
校
生
）月
額

1
万
円

※
奨
学
資
金
へ
の
上
乗
せ
可

•
入
学
支
度
金
貸
付（
綾
小
・
中

学
校
入
学
前
に
2
万
円
程
度
を

貸
付
、
入
学
後
に
就
学
援
助
費

で
返
済
、
保
証
人
不
要
）

•
進
学
支
度
金（
高
校
、
専
修
、

短
大
、
大
学
、
各
種
学
校
へ
進

学
を
見
込
む
世
帯
に
、
入
学
時

に
必
要
な
支
度
金
を
貸
付
、
貸

付
後
5
年
以
内
に
原
則
と
し
て

月
賦
で
返
済
、
保
証
人
不
要
）

※
限
度
額
10
万
円

◎
返
済
方
法
／

入
学
支
度
金
お
よ
び
進
学
支
度

金
貸
付
を
除
き
、
貸
付
終
了
の

6
カ
月
後
か
ら
貸
付
期
間
の
2

倍
の
期
間
で
返
済

◎
提
出
書
類
／
奨
学
生
願
書
、
奨

学
生
推
薦
調
書
、
平
成
27
年
分

の
所
得
証
明
書

◎
申
込
期
限
／
3
月
24
日（
金
）ま
で

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
／

教
育
総
務
課
☎
77
－
1
1
8
3

農
業
委
員
お
よ
び
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
を
募
集

　
農
業
委
員
は
、
平
成
29
年
7
月

か
ら
こ
れ
ま
で
の
選
挙
制
を
改

め
、
各
団
体
か
ら
の
推
薦
お
よ
び

公
募
に
よ
り
選
ば
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
た
に
設
置
さ
れ
る
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
も
、
同

じ
く
推
薦
・
公
募
を
行
い
ま
す
。

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
は
、

担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
・
集
約

化
や
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
な

ど
の
実
践
活
動
を
行
う
も
の
で
す
。

◎
募
集
人
数
／
農
業
委
員
10
人
、

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
8
人

◎
推
薦
・
応
募
期
間
／
1
月
10
日

（
火
）
〜
2
月
10
日（
金
）

◎
推
薦
・
応
募
の
方
法
／
役
場
窓

口
ま
た
は
農
林
振
興
課
に
備
え

付
け
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
農
林
振
興
課
に
提
出

※
詳
し
く
は
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ
先
／

農
林
振
興
課
☎
77
－
0
1
0
0

綾
雛
山
ま
つ
り
の
雛
行
列

参
加
者
募
集

　
第
17
回
綾
雛
山
ま
つ
り
を
華
や

か
に
盛
り
上
げ
る
雛
行
列
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。

雛
山
ま
つ
り

◎
期
間
／
2
月
25
日（
土
）
〜
3

月
5
日（
日
）

◎
場
所
／
中
央
通
商
店
街
ほ
か
町

内
各
地

雛
行
列

◎
日
時
／
3
月
5
日（
日
）午
前
11

時
集
合
、
午
後
1
時
30
分
開
始

◎
集
合
場
所
／
綾
町
商
工
会

◎
募
集
内
容
／

①
お
内
裏
さ
ま
、
お
雛
さ
ま
役
を

務
め
る
未
婚
の
男
女
1
組（
自

薦
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
）

•
募
集
締
切
／
1
月
10
日（
火
）

•
選
考
／
応
募
者
の
中
か
ら
実
行

委
員
が
厳
正
に
選
考
し
ま
す

②
稚
児
行
列
に
参
加
す
る
4
〜
6

歳
児
80
人（
性
別
不
問
）

•
募
集
締
切
／
1
月
31
日（
火
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

•
参
加
料
／
1
千
円

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
／

綾
町
商
工
会
☎
77
－
0
0
1
7

放
送
大
学
4
月
生
募
集

　
放
送
大
学
で
は
、
平
成
29
年
度

第
1
学
期（
4
月
生
）の
学
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て

学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
、
1
科
目

か
ら
で
も
学
べ
る
ほ
か
、学
士（
教

養
）の
学
位
取
得
や
資
格
取
得
を

目
指
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

◎
コ
ー
ス
／
「
生
活
と
福
祉
」「
心

理
と
教
育
」「
社
会
と
産
業
」「
人

間
と
文
化
」「
情
報
」「
自
然
と

環
境
」の
全
6
コ
ー
ス

◎
出
願
期
間
／

•
第
1
回　
2
月
28
日（
火
）ま
で

•
第
2
回　
3
月
20
日（
月
）ま
で

■
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
先
／

放
送
大
学
宮
崎
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
0
9
8
2
－
53
－
1
8
9
3

春
休
み
海
外
研
修
交
流

　
（
公
財
）国
際
青
少
年
研
修
協
会
で

は
、
春
休
み
に
実
施
す
る
海
外
研

修
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎
内
容
／
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
文
化

交
流
、
英
語
研
修
、
野
外
活
動

な
ど

◎
研
修
先
／
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
、
フ
ィ
ジ
ー
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
、
ネ
パ
ー
ル

◎
日
程
／
3
月
25
日（
土
）
〜
4

月
5
日（
水
）の
う
ち
コ
ー
ス
に

よ
り
9
〜
11
日
間

◎
対
象
／
小
学
3
年
生
〜
高
校
3

年
生（
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
る
）

◎
参
加
費
／
31
万
8
千
円
〜

47
万
8
千
円

◎
締
切
／
2
月
3
日（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
先
／

（
公
財
）国
際
青
少
年
研
修
協
会

☎
03
－
6
4
1
7
－
9
7
2
1

E
メ
ー
ル info@

kskk.or.jp

求　
人

介
護
職
員
募
集

広報あや　16



くらしの情報[1月]

◎
募
集
人
数
／
介
護
職
員
1
人

（
夜
勤
専
従
）

◎
待
遇
／
正
職
員
お
よ
び
パ
ー
ト

◎
時
間
／
午
後
5
時
〜
午
前
9
時

◎
資
格
／
ヘ
ル
パ
ー
2
級
、
介
護

福
祉
士

◎
年
齢
／
60
歳
ま
で（
相
談
可
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

■
問
い
合
わ
せ
先
／

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

ア
ミ
ー
チ
ェ
（
担
当
・
吉
留
）

☎
30
－
7
8
6
6

イ
ベ
ン
ト・催
し
物

除
夜
の
鐘
つ
き

　
平
成
28
年
を
締
め
く
く
り
、
新

し
い
年
を
迎
え
る
気
持
ち
を
込
め

て
、除
夜
の
鐘
を
つ
き
ま
せ
ん
か
。

高
校
生
以
下
は
、
必
ず
保
護
者
同

伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
日
時
／
12
月
31
日（
土
）午
後
11

時
〜

◎
場
所
／
綾
小
学
校
鐘
つ
き
堂

◎
人
数
／
先
着
1
0
8
人

※
整
理
券
を
配
り
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先
／

綾
小
学
校
P
T
A

☎
77
－
0
0
0
9

成
人
式

　
平
成
29
年
の
成
人
式
を
開
催
し

ま
す
。
新
成
人
の
門
出
を
祝
い
ま

し
ょ
う
。

◎
日
時
／
1
月
3
日（
火
）午
前
9

時
〜
受
付
、
9
時
40
分
開
式

◎
場
所
／
綾
町
公
民
館
文
化
ホ
ー
ル

◎
内
容
／
成
人
証
書
授
与
、
記
念

撮
影
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先
／

社
会
教
育
課
☎
77
－
1
1
8
3

新
年
賀
詞
交
歓
会

　
町
内
の
企
業
や
官
公
庁
が
一
堂

に
会
し
、
町
の
躍
進
を
誓
い
合
う

と
と
も
に
親
睦
交
流
を
図
り
ま
す
。

◎
日
時
／
1
月
4
日（
水
）午
前
10

時
30
分
〜
午
後
0
時
30
分

◎
場
所
／
酒
泉
の
杜

※
バ
ス
の
送
迎
が
あ
り
ま
す（
役

場
前
を
午
前
10
時
に
出
発
）

※
申
し
込
み
は
締
め
切
り
ま
し
た

■
問
い
合
わ
せ
先
／

綾
町
商
工
会
☎
77
－
0
0
1
7

消
防
始
め
式

　

一
斉
放
水
な
ど
を
行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
日
時
／
1
月
14
日（
土
）午
前
7

時
30
分
パ
レ
ー
ド
開
始
、
午
前

8
時
開
式

◎
場
所
／
綾
南
川
三
本
松
橋
下
流

河
川
敷（
雨
天
の
場
合
は
町
体

育
館
）

※
午
前
7
時
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら

し
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先
／

総
務
税
政
課
消
防
管
財
係

☎
77
－
1
1
1
2

第
24
回
女
性
の
集
い
大
会

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◎
日
時
／
1
月
22
日（
日
）午
前
9

時
〜

◎
場
所
／
綾
町
公
民
館
文
化
ホ
ー
ル

◎
内
容
／
女
性
の
会
に
よ
る
活
動

報
告
、
綾
町
在
住
の
登
山
家
・

立
花
佳
之
さ
ん
の
講
演「
登
山

家
と
し
て
の
自
然
に
対
す
る
思

い（
仮
題
）」ほ
か

※
参
加
者
に
は
記
念
品
が
進
呈
さ

れ
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先
／

社
会
教
育
課
☎
77
－
1
1
8
3

新
春
子
ど
も
議
会

　
綾
小
学
校
・
中
学
校
の
生
徒
が
、

綾
町
に
関
す
る
テ
ー
マ
に
沿
っ
て

事
前
に
学
校
で
話
し
合
っ
た
意
見

を
、
子
ど
も
議
員
と
し
て
議
場
で

発
表
し
ま
す
。傍
聴
は
自
由
で
す
。

◎
日
時
／
1
月
25
日（
水
）午
後
2

時
〜

◎
場
所
／
綾
町
役
場
4
階
議
場

◎
子
ど
も
議
員
／

綾
小
学
校
6
年
生
6
人

綾
中
学
校
2
年
生
6
班

※
綾
中
学
校
の
生
徒
が
議
長
を
務

め
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先
／

社
会
教
育
課
☎
77
－
1
1
8
3

綾
ふ
れ
あ
い
館
情
報

雛
山
ま
つ
り
写
真
展

◎
期
間
／
1
月
3
日（
火
）
〜
25

日（
水
）午
前
9
時
〜
午
後
5
時

「
綾
讃
歌
」
歌
詞
を
訂
正
し
ま
す

　
10
月
か
ら
の
防
災
無
線
チ
ャ
イ
ム
の
変
更
に
当
た
り
、
変
更
の
経
緯
や

放
送
す
る
音
楽
の
歌
詞
を
掲
載
し
た
チ
ラ
シ
を
９
月
26
日
発
行
の
広
報
誌

と
と
も
に
配
布
し
ま
し
た
が
、
そ
の
う
ち「
綾
讃
歌
」の
歌
詞
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。

　
参
考
に
し
た
町
制
45
周
年
と
50
周
年
の
記
念
誌
お
よ
び
綾
郷
土
誌
に
誤

植
が
あ
っ
た
た
め
で
、
合
わ
せ
て
訂
正
し
ま
す
。

◎
訂
正
箇
所
／
綾
讃
歌
２
番

［
誤
］甘
藷 

栗 

そ
ば 

さ
ま
ざ
ま
の

　
　
　
　

 →

　

［
正
］甘
藷 

粟 

そ
ば 

さ
ま
ざ
ま
の

（
企
画
財
政
課
）

30
分

◎
内
容
／
第
16
回
綾
雛
山
ま
つ
り

の
各
会
場
の
雛
山
を
写
真
で
振

り
返
り
ま
す

R
U
I
☆
工
房
展
示
会

◎
期
間
／
1
月
27
日（
金
）
〜
2

月
7
日（
火
）午
前
9
時
30
分
〜

午
後
5
時（
最
終
日
は
4
時

ま
で
）

◎
内
容
／
ビ
ー
ズ
、
天
然
石
を

使
っ
た
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
展
示

販
売

年
末
年
始
の
営
業

　

年
末
は
12
月
28
日（
水
）ま
で
、

年
始
は
1
月
3
日（
火
）か
ら
営
業

し
ま
す（
29
日
は
館
内
一
斉
清
掃

の
た
め
休
業
）。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

綾
ふ
れ
あ
い
館

☎
30
－
7
2
7
0
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各
地
区
で
継
承
さ
れ
て
い
る
民
俗
芸
能
。
今
秋
は
、
手
踊
り（
中
堂
地
区
）と

俵
踊
り（
神
下
地
区
）、
薙な

ぎ
な
た刀

踊
り（
北
麓
地
区
）が
、
町
内
各
所
で
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

　
手
踊
り
は
、
祭
り
を
盛
り
上
げ
る
曲
に
の
せ
て
、
女
性
ら
し
い
柔
ら
か
な
動

き
を
披
露
。
俵
踊
り
で
は
、力
士
の
よ
う
な
ゆ
っ
た
り
と
し
た
大
き
な
動
き
と
、

空
中
に
高
く
投
げ
た
俵
を
受
け
止
め
る
様
子
に
会
場
が
沸
き
ま
し
た
。
薙
刀
踊

り
で
は
、
牛
若
丸
と
武
蔵
坊
弁
慶
に
扮
し
た
男
性
陣
が
勇
壮
に
舞
い
ま
し
た
。

　
初
め
て
伝
統
芸
能
の
披
露
に
参
加
し
た
若
い
世
代
が
多
く
、
地
域
活
動
に
汗

を
流
す
姿
に
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
合
わ
せ
て
、
総
合
文
化
祭
や
公
民
館
文
化
祭
も
行
わ
れ
、
心
の
こ
も
っ
た
手

づ
く
り
作
品
が
会
場
い
っ
ぱ
い
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

中堂地区の
手踊り

麓公民館文化祭の様子 多くの作品が展示された総合文化祭

神下地区の
俵踊り

北麓地区の
薙刀踊り

割付公民館文化祭のおもてなし料理

里
山
の
文
化
の
秋
を
堪
能
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　標高8,848mのエベレストに県
民で初めて登頂成功した立花佳之
さん（西中坪地区）は、子どもたち
に夢を与える偉業を達成したこと
で平成 28年度の宮崎日日新聞賞
「教育賞」を受賞されました。
　また、11月に開催された登頂
成功と受賞の祝賀会では、写真や
動画を交え、「過酷な状況で夢を
かなえられたのは、町民の皆さん
やネパールのシェルパなど多くの
支えのおかげ」と報告されました。

　第 34回宮崎地区屋内消火栓操
法大会は、11 月 11 日、県消防
学校で行われました。綾町から
は、綾町女性消防団と綾町役場の
2チームが参加し、チームの士気
や迅速性などを競い合いました。
　綾町女性消防団は女子の部で平
成 20 年、22 年に続いて 3度目
の優勝をつかみ、綾町役場は特別
賞を受賞しました。
　今後も、安全なまちづくりのた
めの活動に期待します。

立花佳之さん
第52回宮日賞「教育賞」

受賞

宮崎地区
屋内消火栓操法大会

　有馬ミサヱさん（北麓地区）が
100 歳を迎えられ、家族や親族
に囲まれて笑顔で長寿を祝いまし
た。前田町長も有馬さん宅を訪問
し、祝い状と花束を渡しました。
　有馬さんは大正 5 年生まれ。
毎日欠かさず日記をつけていると
いうことで、昔の苦労話なども昨
日のことのようにはっきりと話さ
れていました。
　これからもますますお元気にお
過ごしください。

　第 35回綾工芸まつりは 11月
25 日 ~27 日、綾てるはドーム
で開催され、町内の 36工房と 4
つの里帰り工房が一堂に会し、新
作などを展示販売しました。
　会場には町内外から約 1万人
が訪れ、精巧な竹細工や木工品、
柔らかな風合いの染織物、民芸
調の陶器、色鮮やかなガラス製
品などを求めていました。ワー
クショップやオークションも行わ
れ、たいへんにぎわいました。

100歳
おめでとうございます

綾工芸まつりに
１万人来場

　25回目となる綾町合同金婚式
は、11 月 10 日、綾てるはの森
の宿で行われました。
　今年は 8 組のご夫婦が参加。
前田町長から祝い状と記念品が贈
られ、共に歩んできた 50年とい
う長い年月を振り返り、笑顔で祝
いました。
　また、式終了後の祝宴では、な
ごやかな雰囲気の中で交流が行わ
れていました。

　10 月 23 日、県総合運動公園
内の KIRISHIMA ツワブキ武道館
で第 47 回少林寺流錬心舘（総本
山・鹿児島県）による 47 回目の
宮崎県大会が行われました。
　型試合の「小学１・２年７級以
下の部」で同舘綾支部に所属する
福満琉惺くん（神下地区）が準優勝
という素晴らしい成績を収められ
ました。おめでとうございます。
　今後ますますの活躍を期待し
ます。

結婚50年
おめでとうございます

空手道大会で好成績

まちの話題　　　
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現住人口調査（平成28年12月1日現在）
総数:7,224人（-5）／世帯数:2,924戸（-6）
男:3,364人（+2）／女:3,880人（-7）
［転入17人、転出20人、出生5人、死亡7人］　※（　）は前月比

寄附金額／598,715,819円
寄附者数／37,278人
※平成28年４月１日～11月30日の合計

綾町の
人口

ふるさと
納税

広報あや2月号の配布日（各地区配布担当者への配達日）は、1月26日（木）の予定です。
各世帯（自治公民館組織加入者のみ）へは、1月26日（木）～31日(火）の期間に配布される予定です。

編
集
・
発
行
／
綾
町
役
場
 企
画
財
政
課

〒
880-1392 綾

町
大

字
南

俣
515番

地

TEL.0985-77-1111(直
通

77-2948)FAX.0985-77-2094
http:／

／
w

w
w

.tow
n.aya.m

iyazaki.jp／
ayatow

n
E-m

ail ayatow
n@

tow
n.aya.m

iyazaki.jp

綾町は「日本で最も美しい村」
連合に加盟しています。

1 月
号  2017 N

o.179

　

こ
の
秋
、
33
歳
で
初
め
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、「
俵
踊
り
」で
す
!

　

俵
踊
り
の
由
来
に
つ
い
て
、「
綾
郷
土
誌
」に
は
、
郷
鴫
の

百
姓
だ
っ
た
五
兵
衛
さ
ん
が
伊
勢
参
り
の
道
中
、
大
阪
商
人

か
ら
習
い
覚
え
、
持
ち
帰
っ
て
伝
え
た
の
が
こ
の
踊
り
の
起

こ
り
で
、
農
村
に
ふ
さ
わ
し
い
豊
年
踊
り
と
し
て
昔
の
形
を

そ
の
ま
ま
踊
り
伝
え
て
い
る
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

私
の
家
は
転
勤
が
多
か
っ
た
の
で
、
伝
統
あ
る
祭
り
や
踊

り
に
参
加
し
た
経
験
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
、
伝
統
芸
能

に
触
れ
る
経
験
を
し
て
み
た
い
と
思
い
、
職
場
の
先
輩
に
誘

わ
れ
た
の
を
き
っ
か
け
に
参
加
し
ま
し
た
。
練
習
が
始
ま
る

と
、
師
匠
か
ら「
8
年
に
1
人
の
人
材
」と
太
鼓
判
を
も
ら
い

ま
し
た
。
実
は
踊
り
が
な
か
な
か
覚
え
ら
な
く
て
…
（
高
校

時
代
、
体
育
祭
で
踊
っ
た
ら
、「
ワ
ン
テ
ン
ポ
遅
か
っ
た
」と

周
り
か
ら
突
っ
込
ま
れ
た
ほ
ど
、
音
に
合
わ
せ
て
動
く
の
が

苦
手
で
す
）。

　
こ
こ
だ
け
の
話
、
途
中
で
挫
折
し
そ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
に
励
ま
さ
れ
、
音
や
歌
に
合
わ
せ
た
動
き
が
少
し
ず

つ
分
か
り
始
め
た
の
は
、
本
番
1
週
間
前
で
し
た
。

　

本
番
で
は
う
ま
く
踊
れ
た
時
も
あ
れ
ば
、
踊
れ
な
か
っ
た

時
も
あ
り
ま
し
た
が
、
神
下
公
民
館
の
前
で
踊
り
終
え
た
時

は
、
感
無
量
で
し
た
。

　

踊
り
を
通
じ
て
感
じ
た
の
は
、
踊
り
が
多
く
の
人
々
に
支

え
ら
れ
て
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
。
踊
り
子
、
楽
器
を
演
奏

す
る
人
、
草
履
を
編
む
人
、
食
事
を
準
備
す
る
人
、
本
番
で

先
導
す
る
人
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
人
が
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
で

か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
踊
り
を
見
て
く
れ
る
人

も
い
な
け
れ
ば
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
仕
事
が
残
っ
て
い
て
も

練
習
に
行
く
の
を
送
り
出
し
て
く
れ
る
同
僚
な
ど
、
周
囲
の

協
力
も
必
要
で
す
。
ど
の
地
域
で
も
、
伝
統
行
事
は
た
く
さ

ん
の
人
の
力
で
現
在
ま
で
継
承
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
実
感
し

ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
俵
踊
り
を
通
じ
て
、
た
く
さ
ん
の
人
と
出
会
い
、

縁・つ
な
が
り
が
生
ま
れ
ま
し
た
。地
域
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、

い
つ
も
顔
を
合
わ
せ
て
い
る
同
僚
と
も
、
話
す
機
会
が
増
え

た
気
が
し
ま
す
。

　

次
に
踊
れ
る
機
会
は
5
年
後
。
そ
れ
ま
で
に
リ
ズ
ム
感
を

鍛
え
ま
す
!

地
域
お
こ
し
協
力
隊
　
曽そ

が我 

傑す
ぐ
る

地
域
お
こ
し

　
　
協
力
隊
徒
然
日
誌


